
                                                                  

令和元年度 北信地区学習会 

『台風 19号被災について考える。』 

～その時わたしたちは何ができたのか？～                                                      

                                                                         

 

 今回の台風 19 号の被災によって、各地で甚大な被害を受けています。もちろん行政

の「公助」が被災地のカギになってきますが、現状は地域の「助け合い」の機能が衰え

ている中、各地でボランティアが動き、弱った地域力を広範囲から参加する善意の力で

支えています。今こそ何をしてほしいのか、何が必要なのかと言う声を挙げていく必要

があります。その中で地域として何ができるのか。「社会福祉士として何ができるのか。」

みなさんで考える機会にできればと思っています。お忙しいとは存じますが、ぜひご参

加くださいますよう宜しくお願いいたします。 

 

○ 日 時   １１月２９日(金)  １９：００～２０：３０ 

 

○ 会 場   長野市ふれあい福祉センター ４階 第 3 会議室 

        (長野市大字鶴賀緑町１７１４－５) 

 

○ 進 行   福祉活動委員会(障がい) 

       

 

○ 内 容   台風 19 号の影響で多くの被災を受けた長野県。それぞれ      

      の立場でどういった行動をしたのか、どういったことが    

       できたのか、実際の事例を通して皆さんで考えたいと思います。      

 

【申込み】 

 氏名及び連絡先を明記の上、以下の支部役員のいずれかにメールにてお申込

みください。 ※申込み期限：１１月２２日(金) 

 ☆塩澤宏之 Ｅ-mail：h.shiozawa@akaihane-nagano.or.jp    

 ☆小野貴規 Ｅ-mail：ono6027@csw-naganocity.or.jp 

 ☆渋沢昌記 Ｅ-mail：shibuten@r6.dion.ne.jp 

 ☆澁澤昌也 Ｅ-mail：m-shibusawa@nagano-shajikyo.or.jp 


